
24年度事業の実施概要

一人暮らし高齢者向け外出交流支援事業～おひとりさまシニア生き活きプロジェクト～

＜身体機能測定の様子＞

＜モニターツアーのチラシ＞

＜インタビューの様子＞

＜凡例＞
●事業者実施事項
●尾張旭市様ご協力事項



24年度事業の成果と課題

一人暮らし高齢者向け外出交流支援事業～おひとりさまシニア生き活きプロジェクト～



一人暮らし高齢者向け外出交流支援事業～おひとりさまシニア生き活きプロジェクト～

24年度事業の効果計測結果 （24年度モニター会員の傾向値）



一人暮らし高齢者向け外出交流支援事業～おひとりさまシニア生き活きプロジェクト～

24年度事業の効果計測結果

■ロバスト（健康）の方へのアプローチ方針
・「旅行参加」により、健康状態の維持にどのような効果があったか？
⇒旅行参加頻度の影響として、旅行参加3回以上の群では、旅行参加な
し群に比べて「基本チェックリスト」スコアが低い（良好な生活機能を維持し
ている）傾向があるが、今後も検証が必要

■フレイル・プレフレイルの方へのアプローチ方針
・「旅行参加」により、健康状態の改善にどのような効果があったか？
⇒旅行参加頻度の影響として、旅行参加3回以上の群では「Apathy」無
気力）得点が最も減少、旅行参加なし群ではApathy得点が増加しており、
旅行がApathy（無気力）軽減に有効である可能性が示唆される

（24年度モニター会員の傾向値）


